第４学年　算数科板書型指導案
令和２年12月1日（火）３校時
渡慶次小学校４年２組
授業者　島袋勇治
13　面積　１／10時１．ねらい
　広さはどんな表し方ができるかを考える。
２．指導上の留意点
・面積の学習の初期である。導入はゆっくり確認しながら進めていきたい。
・20個のブロックで長方形や正方形を作る場面では、長方形の性質、向かい合う辺の長さが同じであることを確認し、「縦が８cmだと横は？」といったように長さの変化のきまりにも触れたい。
・いろいろな四角形が出たところで中の広さに焦点を当てていく。その際、中の広さではなくブロックに目がいく子も出てくると思うので、机間指導しながら確認する。
・マスをかけ算で求める子も出てくると思われる。ここでは、１㎠を基準としていることに重きを置きたいので、かけ算で求めた子も実際に数えさせたい。
・
３．評価の観点と評価規準
○観点　主体的に学習に取り組む態度
○評価規準
　広さ比べに関心を持ち、比べ方を考えようとしている。
めあて　広さをくらべるには、どうしたらいいかな?
１　２０このブロックを使って、長方形や正方形の花だんを作ります。







まとめ　中のマスを数えるとくらべられる。
　　　　　
　　　　　広さのことを面積という。
　　　
　　　　　面積のきじゅん
　　　　　１ｃｍの正方形→１㎠

　



中のマスはいくつかな？
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正方形の方がマスが多いので、広い。

本時の流れ
①今日の問題・めあてを知る。
T２０個のブロックを使って長方形の花壇を作ります。
T上に１０個、右に３個、下に…
Cそれだとたりないよ。
C向かい合う辺の長さを同じにしないといけないから。
Tでは、上に８個置いたら？
C下も８個になって、横には２個ずつになる。
Tそうなんだね。ほかにも四角形作れるかな？


	C中を数えたら、正方形は25マスで一番多かったから。
④今日の授業をまとめ、振り返る。
Tどのようにして比べたかな？
C中のマスを数えた。 
Tこのマスは１cmの正方形です。算数の世界では広さを数で表します。算数の言葉で広さのことを面積と言います。面積は１cmの正方形が何個分かで表します。この正方形１つ分の面積を１平方センチメートルといい、１㎠と表します。
C（いろいろな形を作る）
Tそれでは、今できた四角形で一番広いものはどれでしょう。
②自力解決。
C(中のマスを数えている子、かけ算をしている子。△ブロックを数えている子)
T広さってことは、中のことを指すよね。
③全体で共有
Tどちらが広かったかな？
C正方形
Tどうしてわかったの？
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